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ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
『
日
本
渡
航
記
』

　
　
　
－
内
外
の
史
料
と
の
比
較
で
－

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
八
五
三
年
八
月
十
日
、
ロ
シ
ア
の
作
家
イ
ワ
ン
・
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
一
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
（
一
八
一
二
－
一
八
九
一
）

は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
付
き
の
秘
書
官
と
し
て
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

パ
ル
ラ
ダ
号
で
長
崎
に
来
航
し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
の
目
的

は
、
日
本
と
の
通
商
交
渉
と
サ
ハ
リ
ン
で
の
国
境
画
定
で
あ
る
。

こ
の
一
月
前
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
リ
ー
提
督
率
い
る
四
隻
の
黒
船
が

浦
賀
に
来
航
し
て
開
国
を
迫
り
、
二
百
年
以
上
の
鎖
国
状
態
に
あ

っ
た
日
本
の
人
心
を
驚
樗
せ
し
め
た
が
、
ロ
シ
ア
船
の
出
現
は
こ

れ
に
次
い
で
日
本
に
と
っ
て
の
衝
撃
的
事
件
と
な
う
た
。
ロ
シ
ア

使
節
に
対
し
て
日
本
側
が
と
っ
た
態
度
は
、
ひ
た
す
ら
延
引
策
に

こ
れ
努
め
る
こ
と
だ
う
た
。
ロ
シ
ア
側
は
幸
う
じ
て
国
書
を
受
領

再
読

沢
　
　
田

和
　
　
彦

さ
せ
た
も
の
の
、
最
初
の
三
力
月
は
日
本
側
か
ら
何
ら
返
答
を
得

ら
れ
ず
、
江
戸
か
ら
四
人
の
全
権
員
が
到
着
し
て
本
格
的
な
交
渉

が
始
ま
っ
た
の
は
、
翌
年
一
月
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
交

渉
は
不
首
尾
に
終
わ
り
、
ロ
シ
ア
側
が
得
た
も
の
は
最
恵
国
待
遇

の
約
東
の
み
で
あ
る
。

　
日
本
の
役
人
た
ち
の
幾
人
か
は
長
崎
旅
行
時
に
日
記
を
つ
け
て

い
た
。
ま
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
と
共
に
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
の
記

録
や
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
覚
え
書
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
本

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

論
文
で
は
『
日
本
渡
航
記
』
と
こ
れ
ら
内
外
の
史
料
の
記
述
を
対

比
し
つ
つ
、
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
日
本
側
の
三
つ
の
史
料
に
登
場
す
る
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
像
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（85）　ゴンチャローフ『日本渡航記』再読

を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
と
し
あ
き
・
り

　
川
路
左
衛
門
尉
聖
謹
（
一
八
〇
一
－
一
八
六
八
）
は
こ
の
時
勘

定
奉
行
兼
海
防
掛
を
務
め
て
い
た
。
川
路
は
四
人
の
全
権
員
の
中

で
は
首
席
全
権
の
筒
井
肥
前
守
政
憲
に
次
い
で
第
二
の
地
位
を
占

め
て
い
た
が
、
筒
井
は
七
六
歳
と
高
齢
の
た
め
、
事
実
上
川
路
が

日
本
を
代
表
し
て
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
一
八

五
四
年
、
下
田
で
巳
露
和
親
条
約
に
調
印
。
一
八
六
八
年
、
徳
川

幕
府
の
崩
壊
と
と
も
に
川
路
は
将
軍
へ
の
忠
誠
を
貫
い
て
ピ
ス
ト

ル
自
殺
で
果
て
た
。
中
風
を
患
っ
て
、
切
腹
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
彼
は
『
日
本
渡
航
記
』
に
一
度
な
ら
ず
登
場
す
る
。
ゴ

ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
こ
の
日
本
の
高
官
に
概
し
て
好
意
を
寄
せ
て
い

た
よ
う
だ
。
「
川
路
は
非
常
に
聡
明
で
あ
っ
た
。
彼
は
私
た
ち
自

身
を
反
駁
す
る
巧
妙
な
弁
論
を
も
っ
て
知
性
を
閃
か
せ
た
も
の
の
、

な
お
こ
の
人
物
を
尊
敬
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
う
た
。
彼
の

；
三
句
、
一
瞥
、
そ
れ
に
物
腰
ま
で
が
1
す
べ
て
良
識
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

機
知
と
、
燭
眼
と
、
練
達
を
顕
し
て
い
た
。
」

　
川
路
は
長
崎
行
の
出
発
か
ら
江
戸
帰
着
ま
で
日
記
を
つ
け
て
い

た
。
こ
の
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
『
長
崎
日
記
』
は
川
路
に
と
っ
て
、

江
戸
に
残
し
て
き
た
妻
子
、
家
来
に
数
日
分
ず
つ
道
中
や
出
張
先

で
の
様
子
を
知
ら
せ
る
手
紙
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
。
こ
の

日
記
中
に
都
合
七
箇
所
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。

例
え
ば
、
「
今
般
参
り
候
魯
人
名
前
、
使
節
プ
ー
チ
ャ
i
チ
ン

（
布
悟
廷
と
し
る
す
。
こ
の
人
、
第
一
の
人
に
て
、
眼
ざ
し
た
だ

な
ら
ず
、
よ
ほ
ど
の
者
也
）
、
船
将
ウ
ン
コ
i
ス
キ
（
こ
れ
は
至

て
穏
当
な
る
人
に
て
、
い
つ
も
笑
い
居
る
也
。
懸
合
事
に
少
も
拘

ら
ず
）
、
船
将
次
官
ポ
ス
シ
ェ
ッ
ト
（
こ
れ
は
蘭
語
に
通
じ
て
、

今
般
の
通
弁
み
な
い
た
し
、
諸
懸
合
引
受
け
也
。
一
通
り
の
極
才

子
也
）
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
（
此
人
、
無
官
な
れ
ど
、
セ
キ
レ
タ
ー

リ
ス
の
こ
と
を
な
す
。
公
用
方
取
扱
と
い
う
が
ご
と
し
。
常
に
使

節
の
脇
に
居
て
、
口
出
し
を
す
る
も
の
也
。
謀
主
と
い
う
躰
に

（
4
）

み
ゆ
）
。
」
川
路
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
こ
と
を
「
謀
主
」
あ
る
い

　
　
（
5
）

は
「
軍
師
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
引
用
か
ら
し
て
、
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
ー
フ
が
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
「
知
恵
袋
」
と
し
て
交
渉
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー

フ
の
旅
行
記
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
ぬ
事
実
で
あ
る
。
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
も
後
に
海
軍
大
臣
宛
の
上
申
書
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
私
の
任
命
に
よ
り
日
本
と
の
総
て
の
交
渉
の

場
に
出
席
し
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
彼
を
お
い
て
は
我
々
の
会
談

に
つ
い
て
細
大
も
ら
さ
ず
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
、
閣
下
の
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

配
慮
に
充
分
に
応
え
ら
れ
る
者
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
」
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一
八
五
四
年
一
月
二
〇
日
の
日
本
側
全
権
員
に
よ
る
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
答
礼
訪
問
の
折
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は

こ
う
書
き
留
め
て
い
る
。
「
食
事
の
途
中
で
、
私
は
川
路
の
手
か

ら
ち
上
っ
と
扇
子
を
借
り
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
は
、
椋
欄

の
木
で
つ
く
っ
て
紙
を
貼
っ
た
質
素
な
も
の
で
あ
っ
た
。
私
が
扇

子
を
返
そ
う
と
す
る
と
、
彼
は
お
納
め
下
さ
い
と
身
振
り
で
示
し

た
。
『
記
念
の
た
め
に
』
と
栄
之
助
［
通
詞
－
沢
田
］
が
彼
の
言

葉
を
通
訳
し
た
。
私
は
謝
辞
．
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
も
ら
い
放
し

に
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
時
計
に
つ
い
て
い
る
金
鎖
を

は
ず
し
て
川
路
に
贈
っ
た
。
彼
は
ち
ょ
っ
と
た
め
ら
っ
た
が
、
私

の
あ
い
さ
つ
が
通
訳
さ
れ
る
の
を
聞
き
終
る
と
、
お
礼
を
述
べ
て

私
の
贈
物
を
納
め
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
、
席
を
は
ず

し
て
何
や
ら
栄
之
助
に
耳
打
ち
を
し
た
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
川
路

と
筒
井
が
、
私
と
ポ
シ
ェ
ー
ト
に
煙
草
の
箱
と
煙
管
を
二
組
贈
物

と
し
て
用
意
し
て
お
く
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
私
か
ら
金
の
鎖

を
も
ら
ウ
た
の
で
、
川
路
は
、
多
分
自
分
の
贈
物
が
あ
ま
り
に
も

お
粗
末
だ
と
気
づ
い
た
ら
し
い
。
」
（
三
七
七
）
こ
れ
は
川
路
の
日

記
に
該
当
箇
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
軍
師
わ
が
扇
子
を

み
て
称
め
る
故
に
、
汝
に
与
え
ん
と
い
い
た
る
に
、
通
詞
を
以
て
、

常
に
御
手
に
ふ
れ
ら
れ
候
品
を
下
さ
れ
、
悉
な
く
候
由
を
申
し
、

頓
て
懐
を
か
か
ぐ
り
て
、
ト
ケ
イ
を
出
し
、
其
く
さ
り
を
取
り
て

わ
れ
に
く
れ
た
り
。
い
か
に
断
り
て
も
聞
か
ず
。
よ
り
て
、
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ぷ
つ

い
た
る
［
に
］
わ
が
ト
ケ
イ
を
み
せ
よ
と
い
う
故
に
、
麓
物
赤
面

な
れ
ど
み
せ
た
る
に
、
其
く
さ
り
を
わ
が
ト
ケ
イ
に
つ
け
く
れ

（
7
）

た
り
。
」

　
『
長
崎
日
記
』
か
ら
の
引
用
を
続
け
よ
う
。
「
い
ず
れ
も
今
一
度
、

飯
に
て
も
酒
に
て
も
と
申
し
た
る
に
、
魯
人
程
よ
く
食
う
も
の
は

な
し
と
云
い
て
、
御
笑
い
あ
る
べ
し
と
通
弁
官
い
い
、
軍
師
は
よ

ほ
ど
シ
ャ
レ
も
の
と
い
う
が
。
こ
と
き
風
な
る
男
な
る
が
、
い
さ
さ

か
酒
き
げ
ん
体
に
て
、
彩
し
く
頂
戴
、
と
い
う
手
ま
ね
を
な
し
た

り
。
其
さ
ま
、
喉
の
所
へ
手
や
り
、
又
頭
へ
手
や
り
、
や
が
て
頭

上
へ
高
く
手
を
さ
し
上
げ
て
、
う
な
ず
き
た
り
（
こ
れ
、
の
ど
ま

で
つ
ま
り
た
る
に
あ
ら
ず
。
頭
ま
で
も
つ
ま
り
た
り
。
か
し
ら
ま

で
も
つ
ま
り
た
る
に
あ
ら
ず
。
頭
の
上
へ
つ
み
あ
げ
た
る
が
。
こ
と

く
に
な
れ
り
、
と
い
う
こ
と
也
）
。
お
も
わ
ず
、
其
体
に
み
な
ド

　
　
　
　
　
　
（
8
）

ツ
と
笑
を
催
し
た
り
。
」
こ
の
引
用
は
一
月
二
三
日
、
即
ち
露
艦

出
港
前
日
に
日
本
側
全
権
員
の
設
け
た
送
別
の
午
餐
会
の
折
り
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
酩
酊
の
場
面
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
『
日
本
渡
航
記
』
に
は
対
応
箇
所
は
見
出

さ
れ
な
い
。
日
本
と
の
退
屈
な
交
渉
か
ら
ま
も
な
く
解
放
さ
れ
、
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（87）　ゴンチャローフ『日本渡航記』再読

ま
た
ク
リ
、
ミ
ア
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
い
つ
な
ん
ど
き
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
と
戦
闘
状
態
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危

険
な
航
海
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
、
故
国
へ
帰
れ
る
と
い
う
喜
び
に

浸
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
古
賀
謹
一
郎
（
一
八
一
六
－
一
八
八
四
）
は
幕
府
の
儒
者
の
長

男
に
生
ま
れ
、
当
代
随
一
の
儒
学
者
だ
っ
た
が
、
同
時
に
西
洋
学

術
の
進
歩
合
理
性
に
注
目
し
、
洋
学
研
究
に
強
い
関
心
を
抱
い
て

い
た
。
古
賀
は
全
権
員
の
な
か
で
は
一
番
末
席
で
、
顧
問
あ
る
い

は
専
門
委
員
の
地
位
に
あ
り
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
提
出
し
た
露
国

首
相
兼
外
相
ネ
ッ
セ
ル
ロ
ー
デ
の
老
中
宛
公
文
に
対
す
る
幕
府
の

回
答
公
文
の
起
草
に
当
た
っ
た
。
古
賀
も
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
旅

行
記
に
登
場
す
る
。
「
四
番
目
は
中
年
男
で
、
ま
る
で
シ
ャ
ベ
ル

の
よ
う
に
無
表
情
な
平
々
凡
々
と
し
た
顔
の
持
主
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
顔
を
見
て
い
る
と
、
彼
が
、
日
常
茶
飯
事
以
外
に
は
あ
ま

り
物
を
考
え
な
い
こ
と
が
、
す
ぐ
さ
ま
読
み
と
れ
る
。
〈
中
略
〉

四
人
目
は
［
名
前
は
－
沢
田
］
…
…
忘
れ
た
。
後
で
話
そ
う
。

〈
中
略
〉
彼
ら
［
日
本
人
－
沢
田
］
は
満
足
そ
う
に
羊
肉
を
平
ら

げ
た
。
わ
け
て
も
四
人
目
の
全
権
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
一
皿
食
べ

終
わ
る
と
、
彼
は
自
分
の
手
で
皿
を
給
仕
に
渡
し
た
。
つ
ま
り
、

お
替
り
所
望
の
合
図
な
の
だ
。
〈
中
略
〉
彼
ら
［
日
本
人
－
沢
田
］

は
旺
盛
な
好
奇
心
を
も
っ
て
少
し
ず
つ
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
み
た
が
、

し
か
し
、
シ
ャ
ン
パ
ン
の
グ
ラ
ス
は
飲
み
干
さ
な
か
っ
た
。
だ
が
、

背
の
高
い
肥
え
た
四
人
目
の
全
権
は
別
で
あ
っ
た
。
彼
は
シ
ャ
ン

パ
ン
．
グ
ラ
ス
を
四
杯
も
飲
み
干
し
た
。
」
（
三
五
三
、
三
五
九
、

三
六
六
、
三
六
七
）

　
古
賀
が
長
崎
出
張
時
に
つ
け
て
い
た
『
西
使
日
記
』
に
も
、
三

箇
所
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

腹
夷
名
艮
茶
呂
、
謀
主
也
、
腹
大
以
呼
」
。
「
大
腹
夷
」
と
い
う
呼

　
　
　
　
　
（
1
0
）

称
は
お
も
し
ろ
い
。
ま
た
「
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
一
謀
主
」
観
が
日

本
側
全
権
員
共
通
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
せ
ん
じ
ゆ

　
干
住
大
之
助
（
一
八
一
五
－
一
八
七
八
）
は
佐
賀
藩
士
で
、
藩

主
の
側
近
と
し
て
重
き
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
五

三
年
十
二
月
に
彼
が
藩
主
と
と
も
に
長
崎
へ
出
張
し
た
時
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

が
『
西
亭
私
記
」
で
あ
る
。
千
住
自
身
は
日
露
会
談
の
席
に
連
な

っ
て
は
い
な
い
が
、
儒
学
者
仲
間
で
あ
る
古
賀
た
ち
の
宿
を
訪
ね

て
仕
入
れ
た
裏
情
報
が
『
西
亭
私
記
』
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
交

渉
の
矢
面
に
立
っ
て
い
る
人
々
の
本
音
が
披
渥
さ
れ
、
公
式
の
文

書
類
に
は
見
ら
れ
な
い
事
実
が
検
証
さ
れ
る
点
で
貴
重
な
記
録
と

い
え
る
。

　
本
記
録
に
も
古
賀
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
が
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登
場
す
る
。
「
公
用
方
甚
悪
者
に
て
此
奴
巧
計
賠
智
、
頻
に
使
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
）

に
ち
恵
を
つ
く
る
や
ふ
す
也
」
。
こ
れ
は
川
路
の
記
述
と
符
合
す

る
が
、
作
家
が
手
、
こ
わ
い
交
渉
相
手
だ
っ
た
こ
と
を
よ
り
如
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
）

示
し
て
い
る
。
ま
た
「
正
月
四
日
乗
舶
之
図
」
に
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
マ
〕
　
　
（
岨
）

ー
フ
は
「
大
腹
」
、
「
公
方
用
大
姦
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
古
賀
の
記
述
と
一
致
す
る
。

二

　
以
下
、
交
渉
の
経
過
の
大
略
を
日
本
、
ロ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
の

史
料
か
ら
追
う
て
み
よ
う
。

　
一
八
五
三
年
九
月
初
旬
に
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ン
ケ
ル
“

ク
ル
チ
ウ
ス
の
助
手
が
パ
ル
ラ
ダ
号
を
訪
問
し
た
が
、
日
本
人
の

監
視
の
も
と
で
自
由
に
話
し
合
え
な
か
っ
た
こ
と
、
商
館
長
自
身

は
結
局
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
商
館
長
は
短
い
書

翰
で
深
い
謝
意
を
表
明
し
て
き
た
の
で
、
提
督
は
彼
の
表
面
的
な

非
礼
の
真
意
を
悟
っ
た
。
」
（
二
六
四
－
二
六
五
）
こ
と
が
『
日
本

渡
航
記
』
に
手
短
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。
一
方
ク
ル
チ
ウ
ス
の
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

え
書
に
よ
る
と
、
こ
の
一
等
官
補
バ
ッ
ス
レ
ー
の
訪
問
の
折
り
に
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
ロ
シ
ア
艦
隊
に
食
料
を
供
給
す
る
こ
と
、
そ
の

費
用
は
ロ
シ
ア
国
庫
が
為
替
手
形
で
支
払
う
こ
と
が
決
ま
っ
た

（
最
終
的
に
は
領
収
書
で
決
済
さ
れ
た
）
。
翌
年
一
月
二
一
二
日
ま
で

の
総
額
は
蘭
貨
で
八
七
五
九
・
四
一
フ
ル
デ
ン
に
上
っ
た
。
だ
が

そ
の
後
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
食
料
以
外
の
持
ち
出
し
禁
制
の
晶
物
、

例
え
ぱ
漆
器
類
を
要
求
し
始
め
、
そ
の
搬
出
願
い
が
奉
行
に
拒
否

さ
れ
て
、
ク
ル
チ
ウ
ス
は
多
大
の
迷
惑
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ク
ル
チ
ウ
ス
が
パ
ル
ヲ
ダ
号
を
訪
問
し
な
か
っ
た
の
は
、
長
崎
奉

行
が
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
が
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

の
答
礼
訪
問
の
誘
因
に
な
る
の
を
恐
れ
た
た
め
ら
し
い
。
ク
ル
チ

ウ
ス
の
方
は
、
提
督
が
自
分
の
訪
問
中
止
を
他
の
理
由
か
ら
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

誤
解
し
た
と
考
え
て
残
念
が
っ
て
い
る
。

　
一
八
五
三
年
十
一
月
に
ロ
シ
ア
使
節
団
が
薪
炭
、
食
料
の
補
給

並
び
に
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
情
報
収
集
の
た
め
一
旦
日
本
を
去
づ
て

上
海
に
行
く
に
あ
た
っ
て
、
「
奉
行
に
も
ま
た
、
ど
こ
へ
、
ど
れ

ほ
ど
の
期
問
行
っ
て
来
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
表
明
し
な
か
っ

た
。
」
（
三
〇
六
）
と
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
書
い
て
い
る
が
、
ス
ク

ー
ナ
ー
船
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
の
船
長
リ
ム
ス
キ
イ
u
コ
ル
サ
コ
フ

は
両
親
宛
の
手
紙
で
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
。

「
三
カ
月
の
間
に
彼
ら
［
日
本
の
下
級
役
人
－
沢
田
］
が
提
督
の

性
格
を
非
常
に
よ
く
の
み
こ
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
様
々
な

質
問
や
提
案
を
こ
の
上
な
く
巧
み
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
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は
自
分
の
目
的
を
達
し
ま
し
た
。
提
督
は
我
々
は
上
海
に
行
き
、

六
週
間
後
に
戻
る
予
定
で
あ
る
と
知
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
長

崎
で
全
権
員
た
ち
と
会
見
し
た
い
、
さ
も
な
く
ば
直
接
江
戸
に
向

か
う
だ
ろ
う
と
。
短
気
な
提
督
が
う
っ
か
り
こ
の
情
報
を
漏
ら
す

や
い
な
や
、
役
人
た
ち
の
顔
は
輝
き
わ
た
り
、
マ
ソ
ン
か
な
に
か

の
よ
う
な
合
図
で
奉
行
に
遣
わ
さ
れ
た
と
思
し
き
小
船
は
、
全
権

員
た
ち
の
あ
り
か
は
定
か
で
な
い
と
い
う
知
ら
せ
を
も
っ
て
戻
っ

　
　
　
　
（
1
6
）

て
き
ま
し
た
。
」
「
短
気
な
提
督
が
う
っ
か
り
こ
の
情
報
を
漏
ら
す

．
や
い
な
や
」
と
い
う
く
だ
り
に
リ
ム
ス
キ
イ
u
コ
ル
サ
コ
フ
の
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
評
価
が
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
相
反

す
る
証
言
は
ど
う
も
後
者
の
方
が
信
懸
性
が
高
そ
う
だ
。
即
ち
、

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
で
き
る
限
り
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
を
擁
護
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
事
実
を
若
干
歪
曲
し
て
も
そ
の
立
場
を
貫
き
通
そ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
十
二
月
三
一
日
、
長
崎
西
役
所
で
日
本
側
全
権
員
と
最
初
の
対

面
が
行
わ
れ
た
日
の
朝
、
ロ
シ
ア
人
の
ボ
ー
ト
が
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

を
離
れ
る
瞬
間
祝
砲
が
放
た
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
国
禁
を
犯
す

も
の
で
あ
り
、
古
賀
の
随
員
で
当
時
江
戸
の
古
賀
塾
で
学
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
す
い

た
米
沢
藩
士
・
窪
田
茂
遂
の
『
長
崎
日
記
』
に
よ
る
と
、
鍋
島
、

黒
田
、
大
村
藩
の
警
護
人
が
激
昂
し
て
ロ
シ
ア
船
を
焼
き
打
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

し
よ
う
と
し
た
が
、
長
崎
奉
行
が
止
め
た
と
い
う
。
「
露
国
使
節

応
接
手
続
覚
書
」
に
も
同
様
の
記
述
の
後
、
「
直
様
巽
人
へ
及
欠

合
候
鹿
、
全
く
下
輩
之
者
へ
申
付
方
不
行
届
、
右
様
手
違
二
相
成

恐
入
候
、
以
後
一
切
砲
発
致
ま
し
く
趣
申
出
、
先
穏
便
二
相

（
1
8
）

済
候
」
と
あ
る
。
他
方
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
記
述
を
見
る
と
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
奉
行
か
ら
礼
砲
を
発
射
せ
ぬ
よ
う
依
頼
し
て
く

る
の
を
見
越
し
て
、
わ
ざ
と
予
告
せ
ず
に
発
射
し
た
こ
と
、
そ
し

て
日
本
人
の
周
章
狼
狽
ぶ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
感
さ
え
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
「
彼
ら
〔
日
本
の
役
人
－
沢
田
］
は
今
後
は
も

う
発
射
し
て
下
さ
る
な
、
と
懇
願
し
始
め
た
。
」
（
三
六
一
）
と
い

う
作
家
の
延
言
は
、
「
露
国
使
節
応
接
手
続
覚
書
」
と
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
異
に
し
て
い
る
が
一
恐
ら
く
こ
ち
ら
の
方
が
本
当
の
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

　
一
八
五
四
年
一
月
四
日
、
全
権
員
が
パ
ル
ラ
ダ
号
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
言
う
と
お
り
、
日
本
人
に
よ
る
最
初

の
外
国
船
訪
問
で
あ
る
。
露
艦
乗
組
員
は
歓
迎
の
準
備
に
没
頭
し

た
。
だ
が
全
権
員
の
方
は
、
こ
と
に
よ
れ
ば
そ
の
ま
ま
外
国
に
連

れ
去
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
を
抱
い
て
、
ま
た
艦
上

で
何
か
異
変
が
起
こ
れ
ぱ
日
本
人
も
ろ
と
も
大
砲
で
打
ち
砕
く
と

い
う
打
合
せ
の
も
と
に
、
決
死
の
覚
悟
で
乗
り
込
ん
だ
こ
と
が
、
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川
路
、
古
賀
、
窪
田
、
千
住
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
か
ら
分
か
る
。
千

住
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
古
賀
は
鈍
刀
を
あ
ら
た
め
て
研
磨
し
た
と

（
加
〕

い
う
。
「
彼
ら
［
全
権
員
－
沢
田
］
は
私
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
へ
の

招
待
を
、
異
議
を
唱
え
ぬ
ぱ
か
り
か
、
明
ら
か
に
満
足
の
念
を
も

　
　
　
　
　
（
別
）

っ
て
受
け
入
れ
た
。
」
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
書
い
て
い
る
の
は
、

勝
手
な
解
釈
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　
当
日
の
宴
会
は
上
下
と
も
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
だ
。

全
権
員
ら
に
は
提
督
室
の
応
接
問
に
、
他
の
随
員
た
ち
に
は
食
堂

と
士
官
室
に
食
卓
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
。
『
日
本
渡
航
記
」
に
は
、

「
日
本
人
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
正
餐
を
望
ん
で
い
た
が
、
彼

ら
に
フ
ォ
ー
ク
や
ナ
イ
フ
を
使
わ
せ
て
食
事
を
さ
せ
る
の
は
無
理

だ
っ
た
か
ら
、
箸
を
添
え
て
お
い
た
。
」
（
三
六
六
）
と
あ
る
が
、

箸
の
長
さ
が
違
っ
た
の
で
、
例
え
ば
全
権
員
の
荒
尾
と
古
賀
は
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

を
一
本
ず
つ
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
全
権
員
の
饗
応

に
は
主
と
し
て
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
と
ポ
シ
ェ
ー
ト
が
あ
た
づ
た
が
、

川
路
は
ロ
シ
ア
人
の
も
て
な
し
の
う
ま
さ
に
感
心
し
、
「
詞
通
ぜ

ね
ど
、
三
十
日
も
一
所
に
居
る
な
ら
ぱ
、
大
抵
に
は
参
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

人
情
、
少
し
も
変
ら
ず
候
。
」
と
上
機
嫌
の
て
い
で
あ
る
。
窪
田

も
、
「
双
方
共
二
酔
を
帯
候
得
ハ
無
隔
意
酔
飽
。
手
を
取
又
ハ
背

を
打
て
戯
候
人
も
御
座
候
。
矢
立
を
差
出
、
書
を
乞
候
人
も
御
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
マ
）

候
。
早
速
書
候
。
但
一
切
読
不
申
。
〈
中
略
〉
布
情
庭
も
甚
喜
悦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

本
国
を
出
帆
以
来
如
此
の
盛
事
御
取
扱
な
し
と
て
落
涙
二
至
る
。
」

と
書
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
千
住
の
日
記
の
記
述
か
ら
し
て
、
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

チ
ャ
ー
チ
ン
は
眼
疾
の
「
流
涙
」
だ
っ
た
よ
う
だ
。

三

　
次
に
『
日
本
渡
航
記
』
と
日
本
側
の
史
料
を
比
較
対
照
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
i
フ
の
慧
眼
と
逆
に
誤
解
を
も
指
摘

し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
誤
解
の
方
か
ら
。

　
前
述
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
船
は
三
力
月
長
崎
港
に
逗
留
し
た
後
一

旦
上
海
へ
出
向
い
た
が
、
日
本
側
の
史
料
を
読
む
と
、
こ
れ
が
全

権
員
の
旅
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、

ロ
シ
ア
船
長
崎
出
帆
の
知
ら
せ
が
一
行
に
届
い
て
、
旅
を
続
け
る

や
否
や
幕
閣
の
指
示
を
仰
ぐ
た
め
日
程
が
二
日
遅
れ
に
な
り
、
次

い
で
十
二
月
二
四
日
ロ
シ
ア
船
帰
帆
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
た

め
、
以
後
三
日
間
は
宿
泊
せ
ず
日
夜
兼
程
で
長
崎
に
到
着
す
る
と

い
う
大
変
な
旅
に
な
っ
た
。
川
路
の
日
記
も
窪
田
の
日
記
も
、
身

分
の
上
下
を
問
わ
ず
、
片
道
一
五
〇
〇
キ
ロ
、
四
〇
日
間
に
わ
た

る
旅
の
苦
労
と
疲
労
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
長
崎
奉

行
は
あ
り
の
ま
ま
を
ロ
シ
ア
側
に
説
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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後
者
は
そ
の
説
明
を
信
用
せ
ず
、
全
権
員
が
速
や
か
に
到
着
し
な

一
け
れ
ば
直
接
江
戸
に
向
か
う
と
威
嚇
を
加
え
た
。
『
日
本
渡
航
記
』

　
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
『
上
奏
報
告
書
』
を
読
め
ば
、
ロ
シ
ア
側
に

　
も
誤
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
十
二
月
三
一
日
、
長
崎
西
役
所
で
全
権
員
と
最
初
の
対
面
が
行

　
わ
れ
、
ロ
シ
ア
人
に
食
事
が
供
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
面
で
ゴ
ン
チ

　
ャ
ロ
ー
フ
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
食
事
の
後
で
、
一
種
の
独
特

　
な
番
気
の
あ
る
お
茶
が
出
さ
れ
た
。
見
る
と
、
底
の
方
に
丁
子
の

　
頭
ほ
ど
の
茶
殻
が
あ
る
ー
茶
の
国
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
何
と
い

　
う
ま
あ
野
暮
な
こ
と
か
！
」
（
三
五
九
）
こ
れ
は
作
家
の
誤
解
で
、

　
茶
柱
は
吉
事
の
兆
と
さ
れ
、
故
意
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み

　
に
日
本
側
も
ロ
シ
ア
の
茶
は
気
に
入
ら
な
，
か
っ
た
。
古
賀
は
フ
リ

　
ゲ
ー
ト
艦
上
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
後
で
、
「
葉
粗
煮
深
、
如
薬

　
汁
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
添
え
た
砂
糖
は
絶
賛

　
　
　
（
蝸
）

　
し
て
い
る
。

　
　
パ
ル
ラ
ダ
号
上
で
の
宴
の
折
り
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
ゴ
ン

　
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
ゑ
「
何
や

　
ら
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
軟
ら
か
い
生
菓
子
が
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
い

　
っ
し
上
に
出
さ
れ
た
。
彼
［
川
路
－
沢
田
］
は
そ
れ
を
食
べ
て
み

　
て
、
定
め
し
お
気
に
召
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
挟
か
ら
紙
を
一
枚
取

り
出
し
て
皿
に
残
っ
た
も
の
を
全
部
そ
れ
に
移
し
、
一
捻
り
し
て

懐
中
に
し
ま
い
込
む
の
で
あ
っ
た
。
『
手
前
が
こ
れ
を
ど
こ
か
の

美
人
に
持
参
す
る
と
思
し
召
さ
る
な
』
と
彼
は
い
い
添
え
た
。

『
い
や
、
こ
れ
は
家
来
ど
も
に
取
ら
せ
る
の
で
ご
ざ
る
。
』
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
話
は
自
然
に
女
性
談
義
に
移
っ
た
。
臼
本
人
た
ち

　
　
　
シ
一
一
一
ソ
ズ
ム

は
軽
い
破
廉
恥
に
陥
り
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
。
彼
ら
は
あ

ら
ゆ
る
ア
ジ
ア
民
族
と
同
様
に
官
能
に
耽
っ
て
、
そ
の
弱
点
を
隠

そ
う
と
も
せ
ず
、
ま
た
責
め
立
て
よ
う
と
も
し
な
い
の
で
あ
る
。
」

（
三
六
七
）
こ
の
日
本
民
族
論
が
作
家
の
誤
解
で
あ
る
か
ど
う
か

は
さ
て
お
き
、
こ
の
点
に
関
す
る
川
路
の
記
述
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

異
に
し
て
い
る
。
「
も
て
な
し
ぶ
り
の
上
手
な
る
こ
と
、
実
に
驚

き
た
り
（
異
国
人
、
妻
の
こ
と
を
云
え
ば
泣
い
て
喜
ぶ
と
い
う
故

に
、
左
衛
門
尉
妻
は
江
戸
に
て
一
、
二
を
争
う
美
人
也
、
夫
を
置

き
て
来
り
た
る
故
か
、
書
く
書
い
出
し
候
。
忘
る
る
法
は

あ
る
ま
じ
き
や
と
い
い
た
る
に
、
大
に
喜
び
笑
い
て
、
使
節
も
遠

く
来
り
、
久
し
く
妻
に
逢
わ
ざ
る
こ
と
、
左
衛
門
尉
が
如
き
に
あ

ら
ず
、
左
衛
門
尉
の
こ
こ
ろ
を
以
て
考
え
く
れ
候
え
、
と
申
し
た

り
。
筒
井
よ
り
、
わ
れ
を
老
人
也
と
お
も
う
べ
か
ら
ず
、
此
上
出

生
あ
ら
ぱ
［
筒
井
は
こ
の
前
年
に
女
子
を
も
う
け
た
ー
沢
邑
再

会
の
時
の
物
語
に
す
べ
し
と
申
し
た
る
に
、
魯
西
亜
の
諺
に
、
五
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十
は
出
生
少
し
、
六
十
は
な
し
、
七
十
は
猶
更
な
し
、
八
十
は
若

や
ぎ
て
出
生
殊
更
多
し
と
申
せ
ぱ
、
筒
井
も
其
諺
の
、
こ
と
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

べ
き
を
願
い
奉
る
と
申
し
た
り
。
」
女
性
談
義
に
関
し
て
は
、
双

方
互
い
に
責
任
転
嫁
を
計
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
『
日
本
渡
航
記
」

の
引
用
を
続
け
る
。
「
あ
る
と
き
、
提
督
は
［
次
回
の
会
見
を
－

沢
里
二
日
後
に
指
定
し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
は
、
日
本
側
で

は
、
も
う
少
し
早
く
、
つ
ま
り
翌
日
に
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
た
。

こ
れ
は
、
川
路
が
江
戸
の
夫
人
の
許
へ
帰
り
た
く
な
っ
て
、
会
談

を
急
い
だ
た
め
で
あ
っ
た
。
『
身
は
当
地
に
い
る
が
、
心
は
江
戸

に
。
こ
ざ
り
ま
す
る
』
と
彼
は
し
ば
し
ぱ
語
っ
て
い
た
。
」
（
三
七

二
）
川
路
の
名
誉
の
た
め
に
；
旨
す
る
と
、
こ
れ
は
彼
の
私
的
な

事
情
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
側
に
熟
考
の
暇
を
与

え
ず
一
気
に
交
渉
打
切
り
へ
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
日
本
側
の
戦

略
で
あ
っ
た
。
古
賀
の
日
記
に
、
「
我
之
促
期
、
不
欲
其
［
蜜
策

　
　
　
　
（
鵬
）

1
沢
田
］
成
也
」
と
あ
る
。

　
次
に
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
慧
眼
を
物
語
る
記
述
を
挙
げ
よ
う
。

　
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
彼
ら
［
日
本
人
－
沢
田
］
の
言
葉

に
よ
れ
ば
、
将
軍
は
八
月
十
四
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、

私
た
ち
が
到
着
し
た
の
は
十
日
で
あ
る
。
将
軍
が
亡
く
な
っ
た
の

は
去
年
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
ら
が
今
さ
ら
こ
ん
な
こ
と
を
い
い

出
す
の
は
、
私
た
ち
が
立
ち
去
る
か
も
し
れ
ぬ
、
と
い
う
望
み
を

抱
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
を
信
用
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
場
合
に
、
少
な
く
と
も
相
当
に
長
い
期
問
、

自
国
の
国
民
に
隠
し
立
て
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」

（
二
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
よ
し

　
第
十
二
代
将
軍
・
徳
川
家
慶
は
一
八
五
三
年
七
月
十
五
日
に
没

し
た
。
ブ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
長
崎
到
着
は
八
月
十
日
で
あ
る
。
長
崎

奉
行
が
ロ
シ
ア
使
節
に
計
報
を
伝
え
た
の
は
十
月
十
日
だ
か
ら
、

パ
ル
ラ
ダ
号
の
長
崎
入
港
二
力
月
後
の
こ
と
に
な
る
。
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
ー
フ
の
リ
ア
ル
な
目
は
さ
す
が
に
日
本
人
の
本
質
を
見
抜
い
て

い
た
。
幕
府
は
将
軍
の
莞
去
を
諸
外
国
に
知
ら
れ
て
足
許
を
見
す

か
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
ま
た
国
内
の
人
心
の
動
揺
を
来
す
こ
と

を
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
国
民
へ
の
公
表
は
一
力
月
後
の

八
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。

　
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
日
本
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
も
指
摘
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
や
オ
ラ
ン
ダ

最
初
の
日
本
関
係
の
書
物
で
あ
る
カ
ロ
ン
の
『
強
き
王
国
日
本
の

記
述
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
不
正
確
な
点
が
見
受
け
ら
れ
る
も

の
の
、
明
ら
か
に
作
家
の
日
本
に
関
す
る
予
備
知
識
の
蓄
え
を
物

語
う
て
い
る
。
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最
後
に
『
日
本
渡
航
記
』
の
文
学
作
晶
と
し
て
の
側
面
、
手
法

に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
パ
ル
ラ
ダ
号
が
初
め
て
長
崎
港
に
入
港
し
た
時
に
、
孟
蘭
盆
の

精
霊
流
し
に
遭
遇
す
る
場
面
が
あ
る
。
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
長
崎
入

港
が
八
月
十
日
、
陰
暦
で
は
七
月
十
八
日
に
あ
た
り
、
長
崎
で
は

こ
の
三
日
前
、
七
月
十
五
日
夜
か
ら
十
六
日
未
明
に
か
け
て
供
え

物
を
持
た
せ
て
先
祖
の
霊
を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
不
可
思
議
な
出

迎
え
に
よ
づ
て
、
パ
ル
ラ
ダ
号
乗
組
員
の
み
な
ら
ず
『
日
本
渡
航

記
』
の
読
者
も
ま
た
一
挙
に
「
鍵
を
な
く
し
た
ま
ま
閉
ざ
さ
れ
た

玉
手
箱
」
（
二
四
六
）
の
国
の
神
秘
的
な
世
界
に
招
じ
入
れ
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
ド
イ
ツ
人
博
物
学
者
ケ
ン

ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
盆
の
行
事
を
知
っ
て

　
（
㏄
）

い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
ケ
ン
ペ
ル
の
本
に
よ
れ
ぱ
：
…
・
」

（
二
四
六
）
と
そ
の
説
明
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
う
て
、
ゴ
ン

チ
ャ
ロ
ー
フ
は
鎖
国
状
態
に
あ
る
東
洋
の
島
国
の
神
秘
性
を
保
持

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
渡
航
記
」
で
は
日
本
国
と
日
本
人
が
「
眠
っ
て
い
る
」

様
子
が
繰
り
返
し
描
き
出
さ
れ
る
。
「
夢
」
、
「
眠
づ
た
よ
う
な
」
、

「
眠
る
」
と
い
う
語
句
が
反
復
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。
と
同
時
に
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
、
わ
ず
か
と
は
い

え
日
本
の
新
し
い
萌
芽
、
「
覚
醒
」
の
要
素
を
も
慧
眼
に
捉
え
て

い
る
。
川
路
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
り
、
何
人
か
の
若
い
通
詞
た
ち

が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
眠
り
」
と
「
覚
醒
」
の
原
理
の
対
比
は

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
創
作
の
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
「
討
…
⑦
』
豊
8
［
若
き
日
本
－
沢
田
］
」
（
二
九
四
）
の
最
た

る
も
の
は
大
通
詞
の
森
山
栄
之
助
（
一
八
二
0
1
一
八
七
一
）
だ

ろ
う
。
阿
蘭
陀
通
詞
は
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
存
在
し
、
通
詞
家
は

世
襲
で
三
十
数
家
あ
っ
た
。
幕
末
に
は
一
四
〇
名
ほ
ど
い
た
と
い

う
。
大
通
詞
と
小
通
詞
そ
れ
ぞ
れ
四
名
が
通
詞
の
中
心
的
存
在
だ

っ
た
。
栄
之
助
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
み
な
ら
ず
英
語
に
も
す
ぐ
れ
、

幕
末
外
交
の
中
心
的
通
訳
官
だ
っ
た
。
会
議
の
席
で
は
筒
井
の
通

訳
を
吉
兵
衛
が
担
当
し
、
川
路
の
通
訳
は
栄
之
助
が
担
当
し
た
。

川
路
は
自
分
の
通
訳
の
有
能
さ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
「
栄
之

助
別
段
な
る
差
働
こ
れ
有
り
候
も
の
に
て
、
通
弁
殊
の
外
達
者
に

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

て
、
蘭
書
を
訳
す
る
こ
と
、
手
紙
を
か
く
が
ご
と
し
。
」

　
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
繰
り
返
し
栄
之
助
に
言
及
し
て
い
る
が
、

そ
の
評
価
は
川
路
と
は
異
な
る
。
作
家
は
彼
の
才
能
を
認
め
つ
つ

も
、
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
を
述
ぺ
て
い
る
。
二
番
い
や
ら
し
い
態
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度
を
取
っ
て
い
た
の
は
栄
之
助
で
あ
る
。
彼
は
川
路
付
の
通
詞
だ

っ
た
か
ら
、
交
渉
の
中
で
も
、
も
づ
と
も
大
事
な
部
分
を
通
訳
し

て
い
た
。
彼
は
思
い
上
が
っ
て
い
て
、
他
の
通
詞
た
ち
の
話
に
は

馬
耳
東
風
で
あ
っ
た
。
川
路
が
い
な
い
と
き
に
は
、
椅
子
に
も
た

れ
て
長
々
と
寝
そ
ぺ
っ
て
い
た
。
大
体
、
自
分
が
偉
く
な
っ
た
の

を
鼻
に
か
け
て
い
て
、
会
談
の
終
り
ご
ろ
に
は
、
最
初
よ
り
も
は

る
か
に
態
度
が
悪
く
な
っ
た
。
彼
は
放
蕩
も
嫌
い
な
方
で
は
な
か

っ
た
。
再
三
シ
ャ
ン
パ
ン
を
ね
だ
り
、
一
度
は
中
村
の
前
で
シ
ャ

ン
バ
ン
を
四
杯
も
あ
お
っ
て
酔
い
過
し
、
彼
に
い
わ
れ
た
こ
と
を

通
訳
し
な
い
で
、
手
前
勝
手
に
話
を
決
め
よ
う
と
す
る
の
で
、
他

の
通
詞
を
呼
ぶ
ぞ
、
と
脅
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
」
（
三
七
五
）

　
こ
れ
と
好
対
照
を
な
す
の
が
、
同
じ
く
大
通
詞
の
吉
兵
衛
だ
ろ

う
。
西
吉
兵
衛
（
一
八
二
一
－
一
八
五
五
）
は
阿
蘭
陀
通
詞
．
西

家
の
第
十
一
代
目
。
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ

ア
船
渡
来
に
際
し
応
接
勤
務
し
た
。
川
路
の
『
長
崎
日
記
」
に
興

味
深
い
記
述
が
あ
る
。
「
吉
兵
衛
は
、
才
気
は
栄
之
助
二
不
及
と

い
へ
と
も
、
通
弁
之
事
ハ
近
世
希
な
る
も
の
之
よ
し
、
栄
之
助
即

吉
兵
衛
之
門
弟
な
り
、
温
厚
に
て
不
争
、
栄
之
助
を
引
立
、
同
人

二
事
を
譲
る
さ
て
実
に
及
ふ
へ
か
ら
ず
、
吉
兵
衛
ハ
、
栄
之
助
難

有
御
引
立
大
悦
之
歯
、
井
同
人
と
懇
意
也
と
ハ
申
せ
と
も
、
栄
之

助
は
門
弟
也
と
は
少
も
不
申
、
栄
之
助
は
、
吉
兵
衛
に
八
才
之
節

よ
り
通
弁
之
弟
子
に
成
候
よ
し
屡
申
之
、
か
か
る
事
小
事
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
（
釧
）

甚
出
来
兼
る
事
な
り
」
。

　
吉
兵
衛
も
度
々
『
日
本
渡
航
記
』
に
登
場
す
る
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ

ー
フ
の
描
写
に
あ
っ
て
は
大
通
詞
ま
で
昇
り
つ
め
た
能
吏
と
し
て

の
側
面
は
捨
象
さ
れ
、
こ
の
、
作
家
と
同
年
の
通
詞
は
、
栄
之
助

と
は
逆
に
「
眠
り
」
の
原
理
を
体
現
す
る
人
物
と
な
っ
て
い
る
。

吉
兵
衛
は
、
「
手
前
は
何
も
せ
ず
臥
せ
て
い
る
［
原
文
イ
タ
リ
ッ

ク
体
－
沢
田
］
の
が
好
き
で
ご
ざ
る
」
（
三
〇
三
）
と
言
う
。
こ

れ
ぞ
「
日
本
の
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
」
で
あ
る
。
だ
が
彼
の
登
場
は
常

に
ユ
ー
モ
ア
に
包
ま
れ
て
い
て
、
読
者
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

「
吉
兵
衛
は
身
の
程
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。
彼
は
歯
を
む
き
出
し

て
隅
の
方
に
か
し
こ
ま
り
、
四
方
八
方
に
向
っ
て
、
ヘ
ツ
、
ヘ
ッ
、

と
い
っ
て
い
た
。
『
吉
兵
衛
！
』
と
呼
ぱ
れ
る
た
び
に
、
彼
は
素

早
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
日
本
人
の
方
へ
向
き
直
り
、
『
ヘ
ッ
！
』

と
答
え
る
の
で
あ
っ
た
。
『
キ
チ
ベ
エ
！
』
と
私
は
一
度
冗
談
に

呼
ん
で
み
た
。
す
る
と
、
彼
は
『
ヘ
ッ
！
』
と
応
え
て
、
私
の
方

へ
い
ざ
り
寄
っ
て
来
た
。
だ
が
、
間
違
い
だ
と
わ
か
る
と
、
人
の

よ
い
笑
い
を
浮
か
べ
て
元
の
席
へ
這
い
戻
ウ
て
行
っ
た
。
」
（
三
七

五
）
こ
の
「
人
の
よ
さ
」
は
、
川
路
の
日
記
中
の
性
格
付
け
と
見
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（95）　ゴンチャ回一フ『日本渡航記』再読

事
に
符
合
す
る
。

　
即
ち
、
栄
之
助
と
吉
兵
衛
の
両
者
に
お
い
て
体
現
さ
れ
て
い
る

い
ま
一
つ
の
対
立
原
理
は
、
「
知
」
と
「
情
」
と
い
う
、
ゴ
ン
チ

ャ
ロ
ー
フ
が
既
に
デ
ビ
ュ
ー
作
『
平
凡
物
語
』
に
お
い
て
提
示
し
、

『
日
本
渡
航
記
』
以
後
の
作
品
で
も
提
示
し
続
け
て
い
く
も
の
な

の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
高
野
明
・
島
田
陽
共
訳
『
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
日
本
渡

航
記
』
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
）
所
収
の
高
野
氏
に
よ
る
訳

注
、
ρ
＞
．
■
彗
閉
雪
．
完
竃
吻
ざ
げ
§
§
ξ
＆
ミ
§
ミ
ー
竃
δ

－
撃
、
（
〇
三
毒
邑
q
o
｝
ヨ
實
一
3
軍
窪
9
o
巴
鶉
署
…
p
－
岨
蟹
）
、

中
村
喜
和
「
幕
末
期
日
露
交
流
の
一
面
ー
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
見

た
日
本
人
と
日
本
人
の
見
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
ー
」
（
『
言
語
文
化
』

第
一
一
二
巻
、
一
九
九
四
年
、
三
－
十
五
貢
）
に
負
う
と
こ
ろ
大
で

あ
る
。
ま
た
長
崎
歴
史
文
化
協
会
の
越
中
哲
也
氏
、
佐
賀
大
学
名

誉
教
授
・
杉
谷
昭
氏
、
下
田
市
教
育
委
員
会
の
土
橋
一
徳
氏
、
同

市
郷
土
史
家
の
平
井
繁
氏
に
は
．
こ
教
示
と
貴
重
な
資
料
を
賜
っ
た
。

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

21
本
稿
の
日
付
は
旧
ロ
シ
ア
暦
で
統
一
す
る
。

正
確
に
は
『
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
バ
ル
ラ
ダ
号
」

の
第
二
巻
第
一
章

　
「
一
八
五
三
年
末
と
一
八
五
四
年
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
」

　
と
第
三
章
「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿

　
で
は
こ
れ
ら
の
章
の
邦
訳
に
与
え
ら
れ
た
表
題
を
用
い
る
。

（
3
）
　
声
＞
－
『
o
…
遣
冨
1
θ
o
胃
胃
《
自
印
自
自
豊
些
．
○
‘
名
彗
ξ
－

　
完
昌
o
s
雲
由
匝
貝
匝
凄
宕
…
賢
－
自
．
一
《
籟
印
｝
窒
》
し
竃
9
ρ
ω
鼻
以

　
下
『
日
本
渡
航
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
の
括
弧
内
に
頁
数
を

　
記
す
。

（
4
）
　
川
路
聖
謹
『
長
崎
日
記
・
下
田
日
記
』
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
、

　
九
三
頁
。

（
5
）
　
川
路
、
前
掲
書
、
九
三
、
九
八
、
九
九
、
一
〇
一
二
、
一
〇
四
頁
。

（
6
）
　
一
八
五
四
年
七
月
三
一
日
付
。
平
井
繁
訳
『
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ

　
ャ
ー
チ
ン
提
督
関
係
文
書
』
デ
ィ
ア
ナ
号
探
査
会
、
一
九
八
九
年
、

　
十
一
頁
。

（
7
）
　
川
路
、
前
掲
書
、
九
九
頁
。

（
8
）
　
川
路
、
前
掲
書
、
一
〇
三
－
一
〇
四
頁
。

（
9
）
　
古
賀
謹
一
郎
『
西
使
日
記
』
　
『
大
日
本
古
文
書
　
幕
末
外
国
関

　
係
文
書
附
録
之
一
』
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
、
一
九

　
＝
二
年
、
二
四
四
頁
。

（
1
0
）
　
一
八
五
三
年
九
月
十
五
－
二
七
日
付
の
N
・
A
・
マ
イ
コ
フ
夫

　
妻
宛
の
手
紙
を
参
照
の
こ
と
。
戸
＞
■
『
o
…
岩
冨
■
＜
竃
甲
8
チ

　
〇
一
①
↓
㎝
1
⑦
一
〇
一

（
u
）
　
「
西
亭
」
は
千
住
の
筆
名
。
こ
の
日
記
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

杉
谷
昭
『
幕
末
維
新
史
料
捨
遺
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
一
年
、

　
一
－
六
四
頁
　
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
2
）
　
杉
谷
、
前
掲
書
、
十
六
頁
。
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（
m
）
　
杉
谷
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。

（
1
4
）
　
－
＞
l
O
．
＞
．
－
1
｝
窒
色
Φ
．

（
1
5
）
　
フ
ォ
ス
美
弥
子
編
訳
『
幕
末
出
島
未
公
開
文
書
　
ド
ン
ケ
ル
H

　
ク
ル
チ
ウ
ス
覚
え
書
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
、
四
六
、
四

　
七
、
五
八
、
六
〇
、
六
七
、
七
五
、
七
七
頁
。

（
1
6
）
　
軍
＞
．
勺
；
…
冥
；
邑
夫
o
o
8
宍
畠
．
｝
団
自
雪
宍
雫
＞
冨
｝
P
自
o
霊
o
－

　
↓
｝
o
o
帥
匡
昌
o
目
目
雪
o
｝
…
｝
肖
o
目
自
o
宙
｝
＝
＝
畠
戸
＝
o
＝
ス
■
δ
’
何
＝
匡
団
｝
室

寝
姜
匡
昌
弟
…
妻
香
竃
＝
…
混
E
ξ
＝
匡
《
雰
昌
U
睾
ぎ
冨
－

　
○
畠
臭
g
窒
；
美
雪
o
雪
遣
一
呂
一
－
竃
〇
一
〇
■
轟
一
、
こ
の
文
献
に
つ
い

　
て
詳
し
く
は
、
峯
…
す
冒
ミ
・
ζ
o
o
昌
一
〇
・
｝
凹
7
』
冒
呉
ω
E
－
印
o
印
目
；
－

　
8
E
的
す
刃
冨
色
彗
向
言
ω
二
ぎ
一
g
3
鶉
o
｝
穴
著
幕
彗
－
蚕
↓
o
冨
鼻

　
く
O
巨
　
＞
目
守
塞
i
；
　
雲
ヨ
笑
｝
六
〇
冨
算
O
‘
　
｝
団
ζ
』
昌
黒
望
』

　
－
岩
彗
亭
『
o
焉
す
カ
冨
色
彗
向
｝
鶉
二
箒
一
g
3
冨
o
｛
宍
岩
津
｝
目
－

　
－
9
3
目
団
葦
く
o
ヨ
＞
目
号
寵
三
〇
＝
雪
昌
ω
π
｝
－
丙
o
H
竃
斥
o
く
一
勺
彗
↓
戸

　
一
〇
。
震
－
冨
睾
（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
第
四

　
八
号
、
一
九
九
四
年
、
三
五
－
五
一
頁
、
第
四
九
号
、
一
九
九
四
年
、

　
二
一
－
三
九
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
7
）
　
『
米
沢
市
史
編
集
資
料
第
十
四
号
　
窪
田
茂
遂
著
　
長
崎
臼
記
」

　
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
四
年
、
九
六
頁
。
こ
の
日
記
に

　
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
窪
田
茂
遂
『
長
崎
日
記
』
に
つ
い
て
」

　
（
『
共
同
研
究
　
ロ
シ
ア
と
日
本
』
第
二
集
、
一
九
九
〇
年
、
十
七
－

　
三
一
貢
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
8
）
　
「
十
二
月
十
四
日
長
崎
西
役
所
露
国
使
節
応
接
手
続
覚
書
」

　
『
大
日
本
古
文
書
　
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
』
一
九
一
一
年
、
三

　
二
六
頁
。

（
1
9
）
　
日
本
側
の
記
録
で
は
一
月
三
日
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
0
）
杉
谷
、
前
掲
書
、
十
五
頁
。

（
2
1
）
　
ω
o
雪
o
貝
員
窒
＝
婁
E
＝
罫
　
S
’
雪
　
　
「
①
毒
寝
自
由
貝
♂
6
冒
＝
畠

　
「
o
凹
e
o
自
く
↓
胃
雪
＝
與
o
目
自
o
宙
o
＝
雪
雪
o
弓
曽
貝
｝
目
o
①
＝
匡
匡
■
o
｝
貝
o
o

　
雷
o
目
；
■
｝
由
目
o
＝
呂
δ
昌
丙
；
畠
芦
－
o
o
s
－
－
o
o
蟹
－
ζ
o
君
宍
o
罫
a
o
－

　
O
＝
；
戸
O
■
α
．
1
－
o
o
蜆
9
Z
O
1
－
9
0
H
員
．
自
1
o
－
蜆
o
o
－

（
2
2
）
　
古
賀
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

（
2
3
）
　
川
路
、
前
掲
書
、
七
二
頁
。

（
2
4
）
　
窪
田
、
前
掲
書
、
一
〇
四
、
一
〇
七
頁
。

（
2
5
）
　
杉
谷
、
前
掲
書
、
三
七
⊥
二
八
頁
。

（
2
6
）
　
古
賀
、
前
掲
賛
二
四
三
頁
。

（
2
7
）
　
川
路
、
前
掲
書
、
七
二
頁
。

（
2
8
）
　
古
賀
、
前
掲
書
、
二
五
二
頁
。

（
2
9
）
　
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
8
月
8
貝
こ
の

　
日
は
盆
（
ぼ
ん
団
昌
）
祭
で
、
夜
に
は
燈
寵
や
提
灯
に
灯
を
点
し
、

祖
先
の
墓
詣
り
を
す
る
。
盆
祭
の
行
事
は
、
昨
日
か
ら
始
ま
っ
て
お

　
り
、
明
日
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。
死
者
の
精
霊
は
、
善
人
で
あ
ろ
う

　
が
悪
人
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
盆
の
時
期
に
は
あ
の
世
か
ら
こ
の
世
へ

術
程
に
出
て
生
前
の
住
居
を
訪
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
る
の
で
あ

　
る
。
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ペ
ル
ト
・
ケ
ン
ベ
ル
著
、
今
井
正
編
訳
『
日
本
誌

　
（
改
訂
・
増
補
）
1
日
本
の
歴
史
と
紀
行
1
」
下
巻
　
霞
ケ
関
出
版
、

　
一
九
八
九
年
、
三
五
〇
頁
。

（
3
0
）
　
川
路
、
前
掲
書
、
五
〇
頁
。

（
3
1
）
　
『
大
日
本
古
文
書
　
幕
末
外
国
関
係
文
書
附
録
之
こ
　
九
六
－

　
九
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
大
学
助
教
授
）
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